
平成２３年度 学校経営構想 （グランドデザイン）

掛川市立和田岡小学校

学校教育目標 心豊かな たくましい子
重点目標 じっくり聴いて はっきり話そう
学校経営目標

１ 「確かな学力」を身に付けさせる授業づくりの推進
２ 「豊かな心」と「健康な体」「強い心」を育てる教育の推進
３ 子ども、保護者、地域から信頼される学校づくりの推進

教育課題
◇基礎学力の定着（授業づくり） ◇学校・家庭・地域による生きる力の育成
◇生活の基礎基本（豊かな人間性）◇信頼される学校づくり
◇人間尊重の教育（豊かな人間性）

前期 後期

笑顔いっぱい チャレンジいっぱい じまんいっぱい ありがとういっぱい
学びつくり 笑顔つくり

○確かな学力 生 ○児童の主体的活動
基礎学力の定着 児童を育む学校行事
じっくり聴いて はっきり話す授業 徒 体験から学ばせる、育てる
振り返りテスト 個別指導 委員会によるミニ活動
家庭学習の充実 学年×１０分 指 協働・みんなでやってできた
少人数、ノートづくり ◇子どもたちの達成感90％
◇話をじっくり聴く85％ 導 ◇友だちがいる95％
◇はっきり話す80％ ◇学校が楽しい95％
◇家庭学習95％ ○運動の日常化
◇定着度調査80％ 道 全校リレー、逆上がり、なわとび、

○読書の習慣化 朝マラソン
朝読書 毎日継続的に 徳 ◇外で元気に遊ぶ90％
読み聞かせ ボランティア、教師 ○笑顔であいさつ
お話バイキング 親子読書 毎週金曜 教 あたたかいことば遣い
◇進んで読書をする85％ さん、くん、ありがとう、ごめんなさい

○地域のよさを生かした学習 育 人間尊重、いじめゼロ
地域の人材、素材の活用 相手の身になって思いやり、やさしさ

茶、原野谷川、米、バラ、古墳 和田岡っ子の生活
◇全学年で素材を生かして学ぶ 特 ◇進んであいさつをする90％

○校内研修の充実 ◇さんくんで呼ぶ75％
国語 模擬授業の活用 別 ◇和田岡っ子の生活が守れる90％

○道徳授業 月の重点指導項目 ○基本的生活習慣
○福祉活動 ７月に集中的に 支 「早寝・早起き・朝ご飯」定着
○教材、教具の活用 廊下歩行、縦割り清掃
○体験活動の充実 援 ◇早寝早起朝ご飯ができる90％

○環境整備校内掲示、花壇、安全点検

学校・家庭・地域の連携
ＰＴＡ、桜が丘中学校区保・幼・小・中一貫研、学校関係者評価委員会
安全パトロール ◇学校の様子を伝える85％

信頼される教師集団
互いに学び合い高め合う 児童・保護者・地域とかかわり合う
使命感を持ち、協働して目標の具現へ


